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バ
イ
デ
ン
政
権
発
足
後
二
ヵ
月
以
上
が
経
過
し
た
。
対
中
国
の
強

硬
外
交
―
―
安
全
保
障
分
野
は
も
と
よ
り
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

脱
中
国
化
な
ど
経
済
貿
易
問
題
、
そ
し
て
香
港
や
ウ
イ
グ
ル
な
ど
人

権
問
題
へ
の
厳
し
い
対
応
な
ど
に
は
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
か
ら
の
継
続

性
が
見
ら
れ
る
。
一
方
で
、
環
境
問
題
や
移
民
・
難
民
問
題
で
は
前

政
権
の
方
針
を
覆
し
、
特
に
パ
リ
協
定
へ
の
米
国
の
復
帰
は
、
多
国

間
外
交
の
復
活
と
し
て
国
際
的
に
は
大
き
な
歓
迎
を
受
け
て
い
る
。

し
か
し
そ
れ
と
て
、
国
内
に
お
い
て
十
全
の
支
持
を
得
る
の
は
容
易

で
は
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
社
会
の
「
分
断
」
が
よ

く
議
論
さ
れ
る
が
、
実
は
ア
メ
リ
カ
の
キ
リ
ス
ト
教
会
内
で
の
分
断

で
も
あ
る
。
バ
イ
デ
ン
は
史
上
二
人
目
の
カ
ト
リ
ッ
ク
大
統
領
で
あ

る
。
一
人
目
の
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
の
時
代
は
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
対

カ
ト
リ
ッ
ク
」
の
対
立
の
構
図
が
色
濃
く
あ
っ
た
が
、
現
在
は
さ
ら

に
複
雑
化
し
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
お
よ
び
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
そ

れ
ぞ
れ
の
内
部
に
「
分
断
」
が
あ
る
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
主
流

派
は
リ
ベ
ラ
ル
で
民
主
党
支
持
、
一
方
、
同
教
会
の
福
音
派
は
ト
ラ

ン
プ
を
熱
狂
的
に
支
持
す
る
社
会
的
保
守
派
で
、
共
和
党
支
持
者
が

多
数
だ
。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
方
も
、
二
〇
二
〇
年
の
大
統
領
選
挙
で
約

半
数
が
、
一
六
年
は
過
半
数
を
少
し
上
回
る
人
た
ち
が
ト
ラ
ン
プ
に

投
票
し
、
民
主
党
支
持
数
と
ほ
ぼ
拮
抗
状
態
に
あ
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
期
に
注
目
さ
れ
た
人
物
、
バ
ー
司
法
長
官
、
ル
ビ

オ
上
院
議
員
、
バ
レ
ッ
ト
最
高
裁
判
事
な
ど
は
カ
ト
リ
ッ
ク
保
守
で

あ
り
、
特
に
中
絶
問
題
で
は
バ
イ
デ
ン
と
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
。

こ
の
中
絶
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
、
現
在
カ
ト
リ
ッ
ク
保
守
に
加
え
て

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
福
音
派
が
反
対
し
て
い
る
が
、環
境
問
題
や
移
民
・

名
古
屋
市
立
大
学
教
授

松
本
佐
保

内
部
に
「
分
断
」
を
抱
え
る
米
国
の
キ
リ
ス
ト
教
会
。

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
福
音
派
に
加
え
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
保
守
も
、

「
カ
ト
リ
ッ
ク
大
統
領
」
バ
イ
デ
ン
の
政
策
を
批
判
す
る
。

宗
教
の
視
座
か
ら
、
政
権
と
外
交
の
前
途
を
占
う
。

ま
つ
も
と　

さ
ほ　

一
九
九
七
年
英
国
ウ
ォ
ー

リ
ッ
ク
大
学
社
会
史
研
究
所
博
士
課
程
修
了
。

Ph.D
.

取
得
。
イ
タ
リ
ア
政
府
給
費
留
学
生
と

し
て
バ
チ
カ
ン
機
密
文
書
館
で
調
査
。
専
攻
は

国
際
政
治
史
、
特
に
宗
教
と
政
治
の
関
係
。
著

書
に
『
ア
メ
リ
カ
を
動
か
す
宗
教
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
』『
バ
チ
カ
ン
と
国
際
政
治
』
な
ど
。

「
カ
ト
リ
ッ
ク
大
統
領
」

バ
イ
デ
ン
の
困
難
な
船
出
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難
民
問
題
に
も
消
極
的
で
あ
る
と
い
う
点
で
も
両
者
は
類
似
し
た
立

場
に
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
国
際
的
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
バ
イ
デ
ン
の
政
策

に
対
し
て
、
国
内
で
反
対
す
る
キ
リ
ス
ト
教
勢
力
が
、
大
ま
か
に

数
え
て
福
音
派
三
〇
％
弱
に
カ
ト
リ
ッ
ク
保
守
一
三
％
を
加
え
て
、

四
〇
％
程
度
は
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
議
会
で
も
民
主
党
が
多
数

派
と
は
い
え
、
共
和
党
議
員
数
と
僅
差
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
バ
イ
デ

ン
政
権
の
船
出
は
困
難
を
伴
う
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
と
共
通
す
る
価
値
観

　

し
か
し
バ
イ
デ
ン
が
目
指
す
こ
れ
ら
の
政
策
に
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
の
ト
ッ
プ
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
と
い
う
「
味
方
」
が
い
る
。

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
は
、
二
〇
一
五
年
五
月
に
発
表
し
た
地
球
環
境

問
題
に
つ
い
て
の
有
名
な
回
勅
「
ラ
ウ
ダ
ー
ト
・
シ
（
共
に
暮
ら
す

家
を
大
切
に
）」
に
お
い
て
、
気
候
変
動
に
関
す
る
パ
リ
協
定
（
同

年
一
二
月
採
択
）
を
後
押
し
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
バ
イ
デ
ン

は
こ
れ
に
「
強
く
突
き
動
か
さ
れ
た
」
と
述
べ
、
地
球
温
暖
化
が
世

界
の
貧
困
や
紛
争
問
題
と
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
や
、
グ
リ
ー

ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
へ
の
影
響
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。

　
「
ラ
ウ
ダ
ー
ト
・
シ
」
は
科
学
的
な
分
析
を
通
じ
て
環
境
問
題
を
考

察
し
て
お
り
、
例
え
ば
ス
ー
ダ
ン
の
ダ
ル
フ
ー
ル
紛
争
の
原
因
が
水

不
足
に
よ
る
と
の
記
述
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
科
学
者
た
ち
が
歴
史
的

デ
ー
タ
の
回
帰
分
析
に
よ
っ
て
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ
の
紛
争
と

気
温
の
変
動
に
関
連
性
を
見
出
し
、「
気
温
の
高
い
年
に
は
紛
争
が

著
し
く
増
加
す
る
」
と
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
数
値
化
す
る
と
、

気
温
が
一
％
上
昇
す
れ
ば
、
同
年
の
内
戦
が
四
・
五
％
増
加
し
、
そ

れ
が
数
年
に
わ
た
る
と
数
値
は
倍
増
す
る
と
示
さ
れ
て
い
る
。

　

バ
イ
デ
ン
と
教
皇
が
共
有
す
る
こ
う
し
た
価
値
観
は
、
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
の
社
会
教
説
（Social T

eaching

）
に
根
差
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
社
会
に
生
き
る
人
々
が
直
面
す
る
政
治
的
、
文
化
的
、
経

済
的
、
社
会
的
な
問
題
を
取
り
上
げ
、
そ
の
信
仰
と
教
義
に
て
ら
し
、

問
題
を
ど
う
捉
え
、
ま
た
ど
う
解
決
す
る
か
を
模
索
す
る
考
え
方
で

あ
る
。
こ
の
社
会
教
説
の
起
源
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
に
対
抗
し
、
革

命
で
は
な
く
社
会
変
革
や
改
革
に
よ
っ
て
労
働
者
の
権
利
と
地
位
の

向
上
を
目
指
し
た
教
皇
レ
オ
一
三
世
の
一
八
九
一
年
の
回
勅
「
レ
ー

ル
ム
・
ノ
ヴ
ァ
ー
ル
ム
」
に
あ
る
。

　

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
は
、
そ
の
出
自
で
あ
る
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に

根
深
く
あ
る
貧
困
格
差
問
題
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
。
イ
エ
ズ

ス
会
の
司
教
時
代
か
ら
、
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
の
ス
ラ
ム
で
の
救
貧

活
動
を
通
じ
て
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
こ
う
し
た
活
動
は
イ
エ
ズ
ス

会
の
理
念
と
伝
統
に
根
差
し
た
も
の
で
あ
る
。
イ
エ
ズ
ス
会
は
、
社

会
に
密
着
し
た
現
場
主
義
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
知
ら
れ
、そ
の
た
め
、
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時
に
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
内
で
は
左
旋
回
だ
と
批
判
さ
れ
る
こ
と
も

あ
る
。
男
女
間
の
婚
姻
や
命
の
誕
生
を
最
優
先
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の

教
え
に
反
し
、
未
婚
の
母
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
権
利
拡
大
、
時
に
は
避
妊

や
中
絶
に
も
目
を
つ
ぶ
る
こ
と
で
、
保
守
派
か
ら
猛
攻
撃
を
受
け
る

こ
と
も
あ
る
。

　

ワ
シ
ン
ト
ン
の
名
門
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学
は
イ
エ
ズ
ス
会
に

よ
っ
て
運
営
さ
れ
、
高
水
準
の
教
育
機
関
と
し
て
知
ら
れ
る
。
こ
こ

の
元
学
長
で
あ
る
レ
オ
・
J
・
オ
ド
ノ
ヴ
ァ
ン
神
父
は
、
バ
イ
デ
ン

の
大
統
領
就
任
式
で
祈
り
を
捧
げ
、「
分
断
」
を
埋
め
る
よ
う
ア
メ

リ
カ
国
民
に
呼
び
か
け
た
。
オ
ド
ノ
ヴ
ァ
ン
神
父
は
、
バ
イ
デ
ン
家

の
カ
ト
リ
ッ
ク
聖
職
者
で
あ
り
、
息
子
の
ボ
ー
・
バ
イ
デ
ン
が
脳
腫

瘍
で
早
世
し
た
時
も
そ
の
葬
儀
を
執
り
行
う
な
ど
、
バ
イ
デ
ン
自
身

へ
の
影
響
と
、
そ
の
価
値
観
の
共
有
が
見
出
せ
る
。

　

バ
イ
デ
ン
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
保
守
か
ら
「
プ
ロ
・
チ
ョ
イ
ス
（
中

絶
容
認
）
で
あ
る
限
り
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
で
は
な
い
」
と
し
ば
し
ば

批
判
を
受
け
る
が
、
オ
ド
ノ
ヴ
ァ
ン
神
父
も
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学

の
学
長
期
に
、
女
子
学
生
が
望
ま
な
い
妊
娠
に
直
面
し
た
場
合
の
ヘ

ル
プ
機
関
と
し
て
、
プ
ロ
・
チ
ョ
イ
ス
の
団
体
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
許

し
た
と
し
て
、
非
難
を
浴
び
た
こ
と
も
あ
る
。

　

こ
の
オ
ド
ノ
ヴ
ァ
ン
神
父
は
二
〇
一
六
年
か
ら
現
在
ま
で
「
イ
エ

ズ
ス
会
難
民
救
済
機
関
」
の
所
長
を
務
め
て
い
る
。
こ
の
機
関
は
、

一
九
八
〇
年
に
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
ボ
ー
ト
・
ピ
ー
プ
ル
、
特
に
南
ベ

ト
ナ
ム
を
追
わ
れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
へ
の
救
済
活
動
に
端
を
発

し
、国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）
と
パ
ー
ト
ナ
ー

関
係
を
締
結
す
る
な
ど
、
国
際
的
な
活
動
に
も
積
極
的
な
こ
と
で
知

ら
れ
て
い
る
。
ロ
ー
マ
に
本
部
が
あ
り
世
界
五
〇
ヵ
国
に
展
開
し
、

現
在
は
シ
リ
ア
や
イ
ラ
ク
難
民
の
救
済
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
ベ

ネ
ズ
エ
ラ
な
ど
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
難
民
救
済
活
動
に
力
を

入
れ
て
い
る
。

　

バ
イ
デ
ン
は
、
こ
の
イ
エ
ズ
ス
会
難
民
救
済
機
関
の
活
動
に
も
協

力
的
で
あ
り
、
実
際
、
前
政
権
の
移
民
政
策
を
転
換
す
る
大
統
領
令

に
署
名
し
、
移
民
受
け
入
れ
の
基
準
を
緩
和
し
た
。
バ
イ
デ
ン
は

二
〇
二
二
年
度
に
受
け
入
れ
る
難
民
の
上
限
を
一
二
万
五
〇
〇
〇
人

に
引
き
上
げ
る
と
発
表
し
た
が
、
こ
れ
は
ト
ラ
ン
プ
政
権
最
終
年
度

の
一
万
五
〇
〇
〇
人
の
八
倍
超
に
当
た
る
。
大
統
領
令
署
名
に
つ
い

て
「
移
民
の
親
子
が
再
会
で
き
る
」
と
し
て
メ
デ
ィ
ア
は
絶
賛
し
た

が
、
現
実
に
は
、
今
年
二
月
下
旬
か
ら
こ
の
情
報
を
知
っ
た
移
民
が

メ
キ
シ
コ
と
の
国
境
に
殺
到
、
混
乱
も
起
き
て
い
る
。

ト
ラ
ン
プ
支
持
者
の
反
発
は
必
至

　

こ
う
し
た
移
民
・
難
民
政
策
は
、
ト
ラ
ン
プ
を
今
で
も
支
持
し
て

い
る
白
人
の
福
音
派
、
特
に
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
の
労
働
者
階
級
は
、
移
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民
に
仕
事
を
奪
わ
れ
る
こ
と
へ
の
懸
念
か
ら
反
発
す
る
可
能
性
が
あ

る
。
地
球
環
境
政
策
に
つ
い
て
も
、
石
炭
や
石
油
産
業
に
職
を
得
て

い
る
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
の
雇
用
に
大
き
く
影
響
す
る
だ
け
に
、
ニ
ュ
ー

メ
キ
シ
コ
州
な
ど
で
は
既
に
強
い
反
対
の
声
が
あ
る
。
バ
イ
デ
ン
の

グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
に
は
、
地
球
環
境
問
題
に
対
応
し

な
が
ら
雇
用
を
確
保
す
る
よ
り
具
体
的
な
政
策
が
求
め
ら
れ
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
は
今
年
二
月
末
に
南
部
フ
ロ
リ
ダ
州
で
開

か
れ
た
「
保
守
政
治
行
動
会
議
（
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｃ
）」
の
集
会
で
演
説
し

た
。
公
の
場
で
の
ス
ピ
ー
チ
は
一
月
の
大
統
領
退
任
後
初
め
て
だ
っ

た
が
、
共
和
党
内
で
の
自
身
の
権
力
基
盤
の
強
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
、

二
〇
二
四
年
大
統
領
選
再
出
馬
へ
の
意
欲
を
示
す
と
と
も
に
、
二
年

後
の
中
間
選
挙
で
民
主
党
を
惨
敗
さ
せ
る
と
息
巻
い
た
。

　

二
月
の
弾
劾
裁
判
で
ト
ラ
ン
プ
は
無
罪
と
な
り
、
彼
を
弾
劾
す
る

側
に
回
っ
た
共
和
党
議
員
は
七
人
に
と
ど
ま
っ
た
。
共
和
党
の
多
数

派
は
好
き
か
嫌
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
ト
ラ
ン
プ
支
持
者
に
依
存
す
る

し
か
な
い
と
も
言
わ
れ
る
。
一
月
八
日
に
起
き
た
議
会
乱
入
事
件
を

扇
動
し
た
罪
は
重
く
、
ト
ラ
ン
プ
個
人
へ
の
支
持
が
減
退
し
た
と
し

て
も
、
そ
の
政
策
、
低
税
率
の
小
さ
い
政
治
、
消
極
的
な
地
球
環
境

政
策
や
厳
し
い
移
民
政
策
、
プ
ロ
・
ラ
イ
フ
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
へ
の
権
利

の
制
限
な
ど
、
白
人
の
福
音
派
や
カ
ト
リ
ッ
ク
保
守
に
よ
る
支
持
が

継
続
す
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
団
は
よ
り
保
守
的
な
カ
ト
リ
ッ
ク

聖
職
者
が
集
ま
る
の
で
、
イ
エ
ズ
ス
会
が
主
導
す
る
社
会
的
に
リ
ベ

ラ
ル
な
政
策
や
、そ
れ
と
相
通
じ
る
バ
イ
デ
ン
の
政
策
を
批
判
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
分
断
―
―
伝
統
的
な
教
え
や
典
礼

を
重
視
す
る
保
守
派
と
、
教
会
の
現
代
化
を
目
指
す
改
革
派
と
の
対

立
は
、
今
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
深
刻
さ
の
度
合
い
を
増

し
つ
つ
、
現
在
で
も
ア
メ
リ
カ
政
治
に
影
を
落
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
バ
イ
デ
ン
は
、
ト
ラ
ン
プ
を
支
持
す
る
福
音
派
だ
け
で

な
く
、「
身
内
」
で
あ
る
は
ず
の
カ
ト
リ
ッ
ク
か
ら
も
批
判
さ
れ
る

厳
し
い
政
権
運
用
に
直
面
し
て
い
る
。
教
皇
は
外
交
や
国
際
問
題
で

バ
イ
デ
ン
へ
の
援
護
射
撃
は
で
き
る
が
、
国
内
の
分
断
解
決
に
は
限

定
的
な
影
響
力
し
か
な
い
。

　

最
後
に
外
交
に
つ
い
て
話
を
戻
す
と
、
三
月
一
五
日
に
ブ
リ
ン
ケ

ン
国
務
長
官
と
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
国
防
長
官
が
来
日
、
対
中
国
の
日
米

安
保
強
化
が
話
し
合
わ
れ
た
。
中
国
で
起
き
て
い
る
人
権
弾
圧
の
問

題
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
で
も
日
本
で
も
超
党
派
で
議
論
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
米
国
内
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
教
ロ
ビ
ー

は
、「
宗
教
の
自
由
の
侵
害
」
と
し
て
一
貫
し
て
中
国
を
強
く
非
難
、

本
問
題
に
つ
い
て
は
「
分
断
」
は
見
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
少
な
く

と
も
対
中
外
交
政
策
に
つ
い
て
、
バ
イ
デ
ン
は
国
内
お
よ
び
国
際
社

会
か
ら
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
て
い
る
。
●




